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中国生産拠点の統合を2015年9月までに完了済中国生産拠点の統合を2015年9月までに完了済
設備能力の削減は2015年中に完了済
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2015年6月～7月にかけて自社株買いを実施した。同12月28日に、取得株式を全て消2015年6月 7月にかけて自社株買いを実施した。同12月28日に、取得株式を全て消
却済み。
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戦略投資(CAPEX,M&A等)に関しては、成長にブレーキがかかった分野以外は実施して戦略投資(CAPEX,M&A等)に関しては、成長にブレ キがかかった分野以外は実施して
おり、今後の成長の基盤となる。
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・航空機器事業では三菱航空機(株)向けMRJ*やBoeing社向け737MAXは2017年より航空機器事業では三菱航空機(株)向けMRJ やBoeing社向け737MAXは2017年より
本格貢献を見込むが、2016年は生産能力増強による償却負担増があり、辛抱する時
期である。
・油圧機器事業では2016年中国建設機械の販売台数は2015年比でやや減少するが、
生産実需と販売需要とのギャップが縮まるため、2016年に油圧機器事業の中国向け
売上が増え、収益性が改善する見通し。
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・設備投資額の累計額(15/3実績＋15/12実績(9カ月)＋16/12計画)と中期経営計画3カ設備投資額の累計額(15/3実績＋15/12実績(9カ月)＋16/12計画)と中期経営計画3カ
年累計に比べ、決算期変更により3カ月分が少なくなっている。加えて、航空機器事業
における生産能力増強の一部は2017年以降にずれ込む見込み。また、油圧機器事業
は業績低迷により設備投資を抑制している。他の事業はほぼ計画通り遂行。
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